
5
May2018 

広報広報
Ｋizuna

ふれあい
広報
Ｋizuna

ふれあい

Ｋizuna

ふれあいおおまちおおまち

まちなか
フォト
リポート

まちなか
フォト
リポート

まちの風景～六角川沿いの散歩道まちの風景～六角川沿いの散歩道
草木が萌え立つ4月のある日曜日。青 と々した麦畑と、土手を覆い尽
くすような野草たちで、あたり一面緑の絨毯を敷き詰めたような景色
が広がります。その中を、春の日差しをさんさんと浴びながら、のんび
りと散歩する親子。私たちには見慣れた光景ですが、都会の喧噪の
中に暮らす人にとっては、この上もない贅沢。
さあ、あなたも、町なかにあるお気に入りスポットを探してみましょう！

草木が萌え立つ4月のある日曜日。青 と々した麦畑と、土手を覆い尽
くすような野草たちで、あたり一面緑の絨毯を敷き詰めたような景色
が広がります。その中を、春の日差しをさんさんと浴びながら、のんび
りと散歩する親子。私たちには見慣れた光景ですが、都会の喧噪の
中に暮らす人にとっては、この上もない贅沢。
さあ、あなたも、町なかにあるお気に入りスポットを探してみましょう！
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桜の花が美しく咲きそろう4月、大町保育園で
入園式、大町ひじり学園で入学式・進級式が行
われ、子どもたちの夢と希望に満ち
あふれる新しい生活が
スタートしました。

　4月4日、大町保育園で入園式が
行われました。
　元気いっぱい笑顔いっぱいの新
入園児が仲間入りして、わくわくど
きどきの園生活が始まりました。

大町保育園大町保育園

入
園式・入学式

・進級式～
新しい生活に夢と

希望を
膨らませて～
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　４月11日、大町ひじり学園の入学式・中学部進
級式が中学部体育館で行われました。
　緊張した表情をみせながらも、新生活に胸を
高鳴らせる１年生51名と、真新しい制服に身を
包み、決意新たに中学部へ進級する7年生41名
が、新たな学校生活をスタートさせました。

大町ひじり学園大町ひじり学園



oh  machi 4

　「大町町健康ポイント事業」は、健康づくりを積極的に推進するために、健康づくりに取り組む町民に健
康ポイントを付与し、健康増進に意欲的な町民の方々を応援する事業です。
◆健康ポイントとは
　町主催の生涯スポーツ行事や、健診・各種がん検診などに参加・受診することで付与されるポイントの
ことです。一定のポイントがたまると町商工会加盟店で使える「商品券」や指定店で使える「クオカード」、
「図書カード」などと交換できます。

◆対 象 者　大町町に住所があり、4月１日時点で18歳以上の方
◆対象事業　健診・各種がん検診及び町民運動会などの生涯スポーツ事業
◆実施期間　4月1日から翌年１月末日まで
◆申請方法　町民課、子育て・健康課、教育委員会事務局、町公民館のいずれかの窓口で、
　　　　　　参加申し込みをしてください。
◆ポイント交換方法及び期間　
　町民課国保・年金係に、その年の12月1日から翌年2月末日までの間にポイントカードを提出してくだ
さい。
　　　　　町民課国保・年金係　☎（８２）３１１４　　子育て・健康課健康づくり係　☎（８２）３１８６
　　　　　教育委員会事務局社会教育係　☎（８２）３１７７

平成30年度「大町町健康ポイント事業」のお知らせ

　平成30年4月の制度改正により、国保の財政運営を担うことになった県が医療給付費等をまかなうた
めに必要な保険税率を算出し、市町ごとの本来あるべき保険税率として公表することになりました。
＜これからの保険税の決め方＞
①佐賀県が県内全体で必要となる医療費等を推計し、市町ごとの標準保険税率を算定。
②各市町は上記の標準保険税率を参考にして、保険税率を決定します。

＜医療費と保険税の関係＞
　保険税は年間に必要とされる医療費等をもとに決まるので、医療費が増加すると、私たちが納める保
険税も増加してしまいます。
　将来にわたって持続可能な制度として運営できるよう平成30年度は保険税率を改定しました。

①　佐賀県が、県内市町でその年にかかる医療費等を推計。
②　①をもとに納付金（市町ごとに必要な金額）を決定し、納付
　　金を納めるために必要な標準保険税率を提示。
③　各市町は、標準保険税率を参考に保険税を算出。

国民健康保険の保険税率を改定しました

詳しくは

詳しくは

★500ポイント→500円分、1000ポイント→1000円分の商品券など

これまで

大
町
町

佐
賀
県

国
保
加
入
者

平成30年4月から

各市町が、市町内でかかる
医療費等を推計し、それを
もとに保険税を算出。

・納付金決定
・標準保険税率提示

所得割
(%)

医療分 後期高齢者支援分 介護納付金分

均等割
（円）

平等割
(円)

所得割
(%)

均等割
（円）

平等割
(円)

所得割
(%)

均等割
（円）

平等割
(円)

(年額)

11.2 29,100 36,400 2.7 6,200 7,000 2.0 8,900 4,900

・納付金支払い

・保険税の賦課

・保険税を納入

▲

▲

▲ ▲▲

町民課国保・年金係　☎（８２）３１１４
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　65歳になられる方を対象とした介護保険の説明会を、次のとおり開催します。対象者には通知及び資
料を送付します。本人が出席できない場合は、家族の方の出席も可能です。
　また、介護保険について知りたい方など、どなたでも参加いただけます。
◆日時・場所

　　　　　　　　　　　

　　　　　杵藤地区広域市町村圏組合 介護保険事務所　　☎０９５４（６９）８２２２
　　　　　町役場地域包括支援センター（美郷内）　　☎（８２）３１８７

介護保険65歳到達者説明会

＜洪水情報とは＞
　氾濫危険情報（レベル4）及び氾濫発生情報（レベル5）の発表を契機として、
　住民の主体的な避難を促すために配信する情報
＜プッシュ型配信とは＞
　受信者側が要求しなくても、発信者側から携帯電話等へ情報が配信される仕組み

【配信文例見本】
（件名）
河川氾濫のおそれ
（本文）
六角川の潮見橋（武雄市）付近で水
位が上昇し、避難勧告等の目安と
なる「氾濫危険水位」に到達しまし
た。堤防が壊れるなどにより浸水
のおそれがあります。
防災無線、テレビ等で自治体の情
報を確認し、各自安全確保を図る
など、適切な防災行動をとってく
ださい。本通知は、九州地方整備局
より浸水のおそれのある市町に配
信しており、対象地域周辺におい
ても受信する場合があります。
（国土交通省）

※携帯電話の電源が入っていない場合や機内モード時、通話中などの場
合は受信することができません。また、機種によっては対応していな
いものや受信設定が必要な場合などあります。
　詳細については、各携帯電話事業所のホームページを確認するか武雄
河川事務所（0954-23-7939）までお問い合わせください。

国土交通省九州地方整備局 武雄河川事務所からのお知らせ

詳しくは

28日（月）

平成30年5月

30日（月）

平成30年7月

25日（火）

平成30年9月

26日（月）

平成30年11月

28日（月）

平成31年1月

緊急速報メールを活用した六角川洪水情報のプッシュ型配信が開始されました

午後２時から1時間程度（受付開始は、午後１時30分）
町総合福祉保健センター「美郷」１階会議研修室
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[　]は主催・主管　ただし
[遊]：遊ゆうスポーツクラブ　[文]：文化連盟
[教]：教育委員会　[体]：体育協会　[学]：ひじり学園
を表します
（　）は場所
期日・場所等は変更になる場合もあります。開催間近の
広報・チラシ等でご確認ください。

●問い合わせ先
　[教][体][大町町]　➡町教育委員会　☎82-3177
　[文][町民会議]　　➡大町町公民館　☎82-2177

3日
第28回大町町民ゴルフ大会［体］
（武雄ゴルフ倶楽部）

12日
県外ウォーク［遊］

13日
前期分館対抗スローピッチソフ
トボール大会［体］
（町民グラウンド）　

19日
第17回ペタンク大会［遊］
（健康広場）

20日
ミニバレーボール大会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ（ス
ポーツセンター））

27日
ひじり学園体育大会［学］
（学校新グラウンド）
県さわやかスポレク祭［教］
（鳥栖・三養基・神埼）

9日
町内ウォーク［遊］

10日
分館対抗ソフトバレーボール大
会［教］
（飲む応援スポーツアリーナ（ス
ポーツセンター））

16日
スポーツ吹矢大会［遊］（公民館）

17日
第37回大町町卓球大会［体］
（飲む応援スポーツアリーナ（ス
ポーツセンター））

8日
町民ミニテニス大会［遊］
飲む応援スポーツアリーナ
（スポーツセンター）

14日
九州オルレ[遊]

17日
ラージボール卓球大会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ（ス
ポーツセンター））

21日
第18回ダーツ大会［遊］
（公民館）

21・22日
杵島武雄地区中学校総合体育大
会［学］

28日
ミニバレー交流会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ（ス
ポーツセンター））

5日
第9回大町町民ボウリング大会
［体］（メリーランド武雄ボウル）

6～10日（予定）
ジュニアボウリング教室［教］
（メリーランド武雄ボウル）

11日
町内ウォーク［遊］

18日
第18回ペタンク大会［遊］
（健康広場）

20～22日
分館対抗ナイターソフトボール
大会［体］
（町民グラウンド）

2日
大町温泉ひじり乃湯杯グラウン
ドゴルフ大会［遊］
（町民グラウンド）
バレーボール教室［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ（ス
ポーツセンター））

8日
九州オルレ［遊］

９日
後期分館対抗スローピッチソフ
トボール大会［体］
（町民グラウンド）

15日
第15回スポーツ吹矢大会［遊］
（公民館）

30日
ミニバレー愛好会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ（ス
ポーツセンター））

30 5月 6月

8月7月 9月

平成30年度

町民    ふれあいカレンダー
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5日
第9回大町町民ボウリング大会
［体］（メリーランド武雄ボウル）

6～10日（予定）
ジュニアボウリング教室［教］
（メリーランド武雄ボウル）

11日
町内ウォーク［遊］

18日
第18回ペタンク大会［遊］
（健康広場）

20～22日
分館対抗ナイターソフトボール
大会［体］
（町民グラウンド）

2日
大町温泉ひじり乃湯杯グラウン
ドゴルフ大会［遊］
（町民グラウンド）
バレーボール教室［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ（ス
ポーツセンター））

8日
九州オルレ［遊］

９日
後期分館対抗スローピッチソフ
トボール大会［体］
（町民グラウンド）

15日
第15回スポーツ吹矢大会［遊］
（公民館）

30日
ミニバレー愛好会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ（ス
ポーツセンター））

1～4日（予）
大町町ふるさと文化まつり
［文化連盟］（公民館）

4日
分館対抗ペタンク大会［教］
（ひじり学園南グラウンド）

10日
県外ウォーク［遊］

17日
第19回ペタンク大会［遊］
（健康広場）

１８日
分館対抗ミニバレー交流会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ（ス
ポーツセンター））

２５日
第14回順天堂杯グラウンドゴル
フ大会［遊］（町民グラウンド）

8日
町内ウォーク［遊］

9日
大町町柔道大会［体］
（ひじり学園武道場）

15日
第31回スポーツ吹矢大会［遊］
（公民館）

1日
元旦ウォーク［教］

4日
成人式［大町町］（公民館）

6日
大町町弓道新年射会［体］
（大町弓道場）

11日
初打ちグラウンドゴルフ大会
［遊］（町民グラウンド）

12日
町内ウォーク［遊］

19日
第20回ダーツ大会［遊］（公民館）

27日
新春ラージボール卓球大会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ（ス
ポーツセンター））

9日
町内ウォーク［遊］

15日
新春懇親グラウンドゴルフ大会
［遊］（町民グラウンド）

15～17日
郡市対抗県内一周駅伝大会
（県内一円）

16日
第20回ペタンク大会［遊］
（健康広場）

17日
大町町親善少年サッカー大会［体］
（ひじり学園南グラウンド他）

2・3日
大町聖杯争奪少年野球大会［体］
（町民グラウンド）

9日
町内ウォーク［遊］

10日
第32回スポーツ吹矢大会［遊］
（公民館）

24日
大町町スポーツレクリエーション
まつり［実行委］
（飲む応援スポーツアリーナ（ス
ポーツセンター））

11月 12月

2月1月

6日（予）
子ども浮立大会［町民会議］
（健康広場）

7日
第52回大町町民運動会［町］
（町民グラウンド）

13日
町内ウォーク［遊］

14日
学校地域開放日［学］
（ひじり学園）
秋のさわやか佐賀銀行杯グラウ
ンドゴルフ［遊］
（町民グラウンド）

20・21日
第71回県民体育大会
（武雄・杵島・鹿島他）

27日
ひじり学園きらきら集会・文化発
表会［学］（ひじり学園）

10月

3月
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大町遊ゆう
スポーツクラブだより
大町遊ゆう
スポーツクラブだより
大町遊ゆう
スポーツクラブだより

　楽しく満足感が得られるように歩くことが、「ライフス
タイル・ウォーキング」を続けるためには最も大切でな
ことです。
　良い歩き方は、膝を伸ばした状態でかかとからスッと
着地します。歩幅は広い方が良いですが、無理に広げず、
膝を伸ばし良いフォームでスピードをあげると自然に歩
幅が広がると思います。かかとで着地して体重移動が始
まったら、かかとからつま先へ足の裏を転がすように移
動します。つま先に重心を残すようにして後ろへ押し戻
すと、自然と身体が前方に移動し、反対側の足が前へ出
るので、かかとから着地します。腕は足の動きに合わせ
て自然に降ります。スピードが上がれば、だんだん直角
に近く曲がってくるので、意識して直角に曲げようとす
る必要はないでしょう。そして周囲の景色を楽しむよう
に、視線は少し遠くへやり、あごは引き、胸を張り、背筋を
伸ばして歩きましょう。
　大切なのは「かかとから着地」を意識することです。
●遊ゆうスポーツクラブ事務局　南川
　☎０９０（８３９４）３４５４

広告有効期限：平成30年5月末

介護保険在宅認定調査員募集
　杵藤地区広域市町村圏組合介護保険事務所では、介護保険法に基づく杵藤地区管内の認定調査及び調
査票作成を行う「在宅認定調査員」を募集しています。
◆募集人員　若干名
◆雇用期間　平成30年7月1日～平成31年3月31日（※勤務成績で雇用期間の更新有）
◆応募資格　昭和28年4月2日以降に生まれた方で、保健師・看護師・准看護師・介護支援専門員のいず
　　　　　　れかの資格を有し、認定調査の経験がある方。また、自宅にインターネットを接続している
　　　　　　か接続可能な方。
◆勤務形態　介護保険事務所に出勤する必要はなく、自宅を拠点に業務を行います。
　　　　　　（※自己所有車を使用）
◆報 酬 額　認定調査1件当たり5,300円
◆調査件数　1月当たり15件～30件程度（本人の希望により調整します）
◆応募方法　次の書類を杵藤地区介護保険事務所に郵送かご持参ください。
　　　　　　①市販の履歴書（顔写真貼付）　②資格等を証明する書類の写し
◆選考方法　書類選考及び面接（※面接の日時、場所等については後日連絡します。）
◆募集期間　5月7日（月）～6月15日（金）（土日祝日を除く）
　　　　　〒849-1304　鹿島市大字中村917-2
　　　　　杵藤地区広域市町村圏組合 介護保険事務所 認定係　０９５４（６９）８２２７
詳しくは



ふるさと発見
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◇
若
緑
照
り
合
う
山
の
ひ
と
と
こ
ろ

　

山
吹
の
花
輝
い
て
お
り

　
　
　
　
　

上
大
町　
　

深　

海　

魚

◇
裏
道
は
子
供
ら
あ
そ
ぶ
賑
わ
い
の

　

過
去
と
な
り
に
て
久
し
か
り
け
り

◇
好
天
の
続
く
春
日
の
嬉
し
け
り

　

春
の
行
事
の
高
菜
漬
け
な
り

◇
我
が
畑
に
日
毎
虫
食
ふ

　

雀
来
て
丸
々
と
太
り
見
る
は
楽
し
き

◇
梅
の
花
殺
風
景
の
畑
の
す
み

　

満
開
と
な
り
立
春
き
た
り

　
　
　
　
　

本　

通　
　

前
田　

礼
子

◇
青
空
に
飛
行
雲
が一直
線

　

空
に
も
道
が
あ
る
か
の
ご
と
し

　
　
　
　
　

本　

通　
　

松
尾　

静
子

◇
川
辺
り
の
小
さ
な
石
段
夕
陽
背
に

　

話
す
二
人
は
時
を
忘
れ
て

◇
蒼
天
の
茜
に
染
ま
る
こ
ん
な
日
は

　

青
春
の
歌
口
ず
さ
み
お
り

　
　
　
　
　

高
砂
町　
　

江
頭　

貞
夫

◇
花
ふ
ぶ
き
若
葉
の
芽
吹
き一人
み
る

◇
あ
お
ぎ
み
る
髙
田
の
桜
集
う
ひ
と

◇
目
に
写
る
青
葉
輝
く
山
の
道

　
　
　
　
　

栄　
町　
　

川
﨑
ア
ヤ
子

◇
慕
わ
れ
て
去
る
リ
ハ
ビ
リ
師
弥
生
尽

◇
雑
談
の
道
に
桜
の
こ
と
ば
か
り

◇
遥
か
よ
り
渡
り
来
る
つ
ば
め
呻
き
を
り

　
　
　
　
　

寺　

口　
　

野
口　

進
旨

◇
スマ
ホ
よ
り
桜
咲
い
た
と
声
は
ず
む

◇
ふ
る
さ
と
の
千
葉
の
蛤
買
い
に
け
り

　
　
　
　
　

本　
通　
　

松
尾　

静
子

◇
さ
く
ら
ち
る
ま
た
来
年
も
よ
ろ
し
く
ね

◇
ラ
ン
ド
セ
ル
お
も
く
て
も
み
な

　

う
れ
し
そ
う旭　

町　
　

宮
本　

秀
子

◇
防
犯
日
地
域
に
増
や
す
顔
見
知
り

◇
バ
カ
が
つ
く
ほ
ど
正
直
に
暮
ら
し
て
る

◇
夕
食
は一日
無
事
を
感
謝
し
て

　
　
　
　

寿　

町　
　

黒
木　
　

哮

◇
老
木
や
け
な
げ
に
咲
い
た
花一輪

◇
花
の
香
を
風
が
運
び
し
雨
あ
が
り

　
　
　
　
　

高
砂
町　
　

江
頭　

貞
夫

◇ 

ま
っ
か
な
ツ
ツ
ジ
の
花
に
か
こ
ま
れ
て

◇
庭
に
咲
く
フ
キ
の
葉
さ
か
ん
な
り 

栄　

町　
　

本
村　

悦
子

 

◇ 

春
の
陽
を
浴
び
て
転
た
寝
鼾
欠
き

　
　
　
　
　

磯
路
町　
　

鈴
山　

末
人

◇
涙
腺
も
加
齢
の
せ
い
か（
ポ
チ
）死
に
て

本　

通　
　

松
尾　

静
子

◇
胸
を
張
り
涼
し
い
顔
で
立
小
便

◇
励
ま
し
の
言
葉
は
い
ら
ん
ハ
ゲ
て
ま
す

高
砂
町　
　
い
っ
ち
ゃ
ん

◇
テ
レ
ビ
つ
け
れ
ば
セ
ク
ハラ
問
題
盛
ん
な
り

◇
心
豊
か
に
輝
く
女
性
に
と
祈
る

◇
学
園
児
の
登
校
頑
張
れ
と
エ
ー
ル
送
る

◇
同
級
生
働
く
姿
生
き
生
き
と

栄　

町　
　

本
村　

悦
子

◇ 
低
声
に
散
歩
散
布
か
聞
き
糺
し

◇ 

猿
の
群
れ
俺
の
道
だ
と
車
止
め

◇ 

見
送
り
の
猿
に
手
を
振
り
復
会
お
う

　
　
　
　
　

磯
路
町　
　

鈴
山　

末
人

◇
老
骨
に
ム
チ
打
ち
地
区
の
長

◇
総
会
で
見
渡
す
仲
間
若
年
層

寿　

町　
　

脇
山　

節
子

◇
ス
ポ
レ
ク
も
年
令
忘
れ
若
者
と

　
テ
ニス
卓
球
と
は
し
ゃ
ぎ
ま
く
る
な
り

◇
友
人
と
桜
の
木
の
下
で
楽
し
く

　

人
生
は
桜
梅
桃
李
と
語
り
合
う

栄　

町　
　

本
村　

悦
子

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳

　思い出のアルバム、７ページ目は「小通三助踊り」の１コ
マで、現在は諸般の事情で活動を休止されている保存会の
皆様から『記録や資料を役立ててほしい』と寄託していただ
いた映像や資料の中の一枚です。
　三助踊りは戦国期の須古踊りに起源を持ち、かつては白
石平野一帯で流行したといわれます。歌の途中にある「一
万一千一百石の一斗の一升の一合まで」という言葉は節は
違いますが各地のわらべ歌や手毬遊び歌の中にもあり、意
外に広く深い歴史があるのかもしれません。
　三助踊りに限ら
ず、各地区に伝承
芸能の資料などが
残されていれば、
ぜひ保存・活用を
お考えいただきた
いと思います。

思い出のアルバム
その7SWEN SWEN SWEN SWEN SWEN SWEN

商工会 会員募集中です！

商 工 会

詳しくは　大町町商工会　  （８２）５５５５

おおまち
れあい広場
ふ
れあい広場
ふ

このコーナーに掲載ご希望の方は
企画政策課広報統計係まで
ご連絡ください。    （82）3112

　大町町商工会では、新たに会員に加入される
方を募集しています。加入要件は地区内で商工業
を営んでいる個人又は法人です。事業の良き
パートナーとしてぜひ入会をご検討ください。
入会のメリットは？
●融資のご相談や売上増のための経営相談、ま　
　た専門家の指導も無料で受けられます。
●確定申告をはじめとした税務申告や消費税相　
　談、年末調整や日々の記帳相談が受けられます。
●異業種の集まりである商工会に加入すること　
　で仕事の幅が拡がります（取引相手も増えます）。
●講習会・研修会・交流会を実施しており、補助金　
　の活用など経営に役立つ情報を入手できます。
●組織の大きさを活かした割安の共済に加入でき
　ます。
●記帳や労働保険に関する事務手続きを代行しま
　す。
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oh  machiの情報
町営住宅空き室情報

　　　　　　　　　　　　平成30年3月末現在
犯罪発生件数30件(うち窃盗犯23件)
窃盗犯の主なもの
　自転車盗1件、万引き4件、空き巣・忍び込み等6件

白石署管内　犯罪の発生状況

介護保険要介護・要支援認定について

【認定更新について】
　介護保険要介護・要支援認定には有効期間があります。要介護・要支援認定を受け介護保険サービスを利
用している人が、引き続き介護保険サービスの利用を希望する場合は、有効期間満了日の60日前から満了
日までの間に、更新申請をしてください。
　なお、申請に関しては、居宅介護支援事業者や施設等のご協力により行われていますので、文書によるお
知らせは行っていません。
【認定の有効期間の変更について】
　更新申請の有効期間の上限が、従来の24か月から36か月に変更されました。平成30年4月1日以降に申
請のあった更新申請が対象となります。
　　　　　杵藤地区広域市町村圏組合
　　　　　介護保険事務所
　　　　　　☎０９５４（６９）８２２２
　　　　　町役場地域包括支援センター（美郷内）
　　　　　　☎（８２）３１８７

詳しくは

（団地名）　　　（空き室状況）　　（予備者登録数）
・京ノ尾団地　　　 0戸　　　　　 0件
・浦川内団地　　　0戸　　　　　  1件
※杉谷団地、千場団地、泉団地については、
　入居募集を行っていません。

おおまちInformationInformation
平成30年3月分 町長交際費

※平成30年4月15日現在

農林建設課管財係　☎（８２）３１５１詳しくは 詳しくは企画政策課広報統計係　☎（８２）３１１２

金額

件数

29,100円

5件

29,100円

5件

合　計種別 慶祝・会費

区
長
決
定
の
お
知
ら
せ

畑
ヶ
田 

梶
原　

勝
美 

再
任

上
大
町 

松
永　

隆
秀 

再
任

本　

町 

船
津　

信
夫 

新
任

不
動
寺 

藤
瀬　

勝
美 

再
任

神　

山 

原　
　

清
武 

再
任

下
大
町 

津
野　

武
彦 

新
任

小　

通 

江
口　

政
芳 

新
任

道
金
町 

江
頭　

賢
治 

再
任

杉　

谷 

江
頭　

勝
英 

再
任

寺　

口 

武
村　

正
俊 

新
任

新　

町 

大
河
内
國
勝 

再
任

旭　

町 

福
田　

康
弘 

再
任

栄　

町 

田
尻　

祥
二 

再
任

磯
路
町 

鹿　

鬼
己
藏 

新
任

大
谷
口 

中
ノ
原
広
貴 

新
任

中　

通 

坂
井　

直
夫 

再
任

花
宮
町 

水
本　

治
仁 

再
任

泉　

町 

北
川　

富
治 

再
任

寿　

町 

山
﨑　

孝
之 

新
任

昭
和
通 

内
山　

武 

再
任

本　

通 

河
野　

直 

再
任

宮
浦
町 

堅
固　

勲 

再
任

恵
比
須
町 

中
野　

正
美 

再
任

港　

町 

山
下　

幹
彦 

再
任

大
黒
町 

弥
永　

博
幸 

新
任

下　

潟 

千
綿　

盛
彦 

新
任

中　

島 

鵜
池　

弘
文 

再
任

千　

場 

城
戸　

英
明 

再
任

高
砂
町 

村
上　

隆
則 

再
任

京
ノ
尾 

江
口　

賢
次 

再
任

浦
川
内 

福
山　

正
喜 

再
任

申請区分 原則の
認定有効期間

設定可能な
認定有効期間の範囲

新規申請

区分変更申請

更新申請

  6か月

  6か月

12か月

3か月～12か月

3か月～12か月

3か月～36か月

（
敬
称
略
）

お買い物は大町町内で



介護保険要介護（要支援）認定更新の手続きはお済みですか？

困りごと相談

平成30年度　大町町戦没者追悼式

◆日　時　5月18日（金）午前10時  開式
◆場　所　町総合福祉保健センター「美郷」

佐賀県森林環境税の課税期間が平成34年度まで延長されました

　県民税均等割額のうち500円は、佐賀県森林環境税分です。佐賀県森林環
境税は大切な森林を守り育てていくために使われます。
　　　　　税の仕組みに関すること　佐賀県税政課　☎（25）7021
　　　　　税の使い道、事業に関すること  佐賀県森林整備課　☎（25）7134
詳しくは

詳しくは

詳しくは

昭和12年の杵島炭鉱関係の映像の上映と語ろう会

◆募集科名　・ものづくりベーシック科（15人）※4か月訓練
　　　　　　 ・電気設備施工科（18人）※6か月訓練
◆対 象 者　ハローワーク所長から受講指示又は受講推薦を受けた方
◆募集期限　5月30日（水）　
◆選 考 日　6月6日（水）
◆入所選考　筆記試験及び面接　　
◆受 講 料　無料　※テキスト代等は自己負担
◆訓練期間　7月3日（火）～10月24日（水）※4か月訓練
　　　　　　7月3日（火）～12月26日（水）※6か月訓練
◆応募方法　公共職業安定所にてご相談のうえ、応募書類を提出してください。
　　　　　ポリテクセンター佐賀　☎（２６）９５１６

職業訓練受講生募集（平成30年7月入所生）

　昭和12年当時に撮影された杵島炭鉱関係や大山神社の落成式などの映
像を上映し、終了後参加者で思い出や感想を語り合います。
　当日会場の様子を録音記録させていただく場合があります。昔の写真や資
料などがあれば、ぜひお持ちよりください。
◆日　時　5月26日（土）　午前10時上映開始
◆場　所　大町煉瓦館（杵島炭鉱変電所跡）
◆主　催　杵島炭鉱変電所跡活用推進会（後援：大町町教育委員会）
◆参加費　無料
　　　　　大町煉瓦館　大西まで　☎０９０－３６７７－６８２１

　介護保険要介護（要支援）認定の有効期限が、平成30年6月30日までの
方で、引き続き、要介護認定を希望される方は、平成30年6月29日（金）ま
でに町役場福祉課で更新の手続きをしていただく必要があります。お手
元の介護保険証でご確認ください。

受付　通年(年末年始除く)
　　　午前10時～午後8時
佐賀県生活自立支援センター　
　　　☎（20）0095

 

町内各機関
電話ご案内

役場(代表) 
総務課  
企画政策課  
町民課(窓口)  
〃 (国保年金係)  
〃 (税 務)   
生活環境課  
農林建設課  
会計課 
議会事務局
教育委員会事務局
福祉課(福祉)  
福祉課(介護) 
子育て・健康課 
暮らし相談室 

公民館
スポーツセンター 
老人福祉センター
大町ひじり学園
　小 学 部
　中 学 部
学校給食センター
大町保育園 
大町郵便局 
大町東郵便局
大町幹部派出所
(緊急通報は、局番なし110)

大町消防分署
(緊急通報は、局番なし119)

社会福祉協議会
ひじりの里
(情報プラザ)

　仕事が長続きしない、見つか
らない方、家賃や税金等の支払
い、借金問題で困っている、人
とうまくつきあえない方など、
生活にお困りの方からの相談
に応じ、困りごとの解決や改善
に向けて、ご一緒に考えます。

無料

oh  machi11

☎ 82-3111
☎ 82-3111
☎ 82-3112
☎ 82-3113
☎ 82-3114
☎ 82-3115
☎ 82-3116
☎ 82-3151
☎ 82-3156
☎ 82-3159
☎ 82-3177
☎ 82-3185
☎ 82-3187
☎ 82-3186
☎ 82-3152

☎ 82-2177
☎ 82-4644
☎ 82-5082

☎ 82-2036
☎ 82-3341
☎ 82-2461
☎ 82-2165
☎ 82-2042
☎ 82-2200
☎ 82-3121

☎ 82-3950

☎ 71-3001

☎ 82-2500

詳しくは 福祉課高齢者支援係　☎（８２）３１８７

 詳しくは

福祉課福祉係　☎（８２）３１８５

お買い物は大町町内で

人口 転入 転出 出生 死亡 前月比

ひとの動き
（単位：人）

※平成30年3月31日現在　（住民基本台帳）

  16
21
37

   28
32
60

   3
1
4

   3
7
10

- 12
-  17
- 29

男
女
総数

3,063
3,572
6,635

◎世帯数　2,779世帯（前月比＋2世帯）　　　　



　４月12日、入学式後初めての登校日となるこの日、
子どもたちを交通事故から守るため、交通安全を呼び
かける立哨活動が、大町小学校前交差点で行われまし
た。
　子どもたちは、警察
官や町職員らにやさし
く見守られながら、元
気よく笑顔で登校しま
した。

　3月9日、ひじり学園4年生を対象に「認知症サポー
ター養成講座」が開かれました。
　始めに、株式会社ミズの益田みさ子さんから認知症
についての説明がありました。続いて、ボランティアの
方や町福祉課職員による「認知症って何だろう」と題し
た劇が行われました。
　子どもたちは、認知症の人や周囲の人の気持ちを考
え「認知症は病気だから、今までと変わったところが
あっても優しくしたい」などと発表し、「認知症サポー
ター」の一員となりました。

認知症について学ぶ
ひじり学園4年生 認知症サポーター養成講座

　3月11日、町消防団による「中継・放水訓練」が畑ケ田
幹線水路で行われ、団員83人が参加しました。
　これは、水利から離れた林野火災などが発生した際
に、貯水槽や自然水利から多重中継を行うことで、消火
に必要な水量・水圧を確保する訓練です。
　2分団に分かれた団員らは、水路から吸い上げた水を
各団の消防ポンプ車等で中継送水し、火災現場さなが
らの放水を行いました。

　3月27日、大町町緑の少年団の7人がボタ山にモミジ
などの苗木60本を植えました。
　緑の少年団は、ひじり学園の小学部3年生～6年生の
子どもたちをメンバーとして、ボタ山での植樹活動な
ど、町内の緑化を行っています。
　田中廣行団長は「緑の少年団では団員を募集してい
ます。ふるさとを緑豊かなまちにするために、一緒に活
動してみませんか」と話されました。

火災に備えて
消防団 中継・放水訓練

緑いっぱいのまちに
大町町緑の少年団 ボタ山植樹活動

oh!machi!
Town News
まちのかわら版

3月11日

交通事故から守る
通学路における立哨活動

3月 9日

4月12日

3月27日

oh  machi 12



　4月1日、「大町町消防団入退団式」が大町町民グ
ラウンドで挙行されました。
　式では、新入団員や退団者、新役員に対して辞令
が交付され、新入団員8人を代表して、大古場博則さ
んが地域防災に尽力することを力強く誓いました。
　また、亀川団長に杵藤地区消防協会表彰（永年勤
続45年）など、表彰の伝達が行われました。
　式終了後は、各部ごとに分かれて、幹部・部長の指
示のもと「各個訓練」や「通常点検」が行われました。
　新入団人は初めての訓練に緊張しながらも、地域
防災の熱い思いを胸に抱きながら真剣な表情で訓
練に臨みました。

　4月6日、白石地区交通安全対策会の主催で白石警察
署管内の3町（大町町、江北町、白石町）による交通安全
パレードの合同出発式が行われました。
　出発式では、3町が一体となり、より一層の交通安全
意識の向上と交通事故防止に取り組んでいくことを確
認しました。
　その後、雨の中、各町の交通安全広報車両などが、町
民に交通安全を呼びかけるためパレードに出発しまし
た。

地域防災を担う新たなる力
平成30年度大町町消防団入退団式

oh!machi!
Town News
まちのかわら版

4月6日

交通安全意識の向上を
交通安全パレード３町合同出発式

　4月6日、妊婦さんが外出する際の移動支援と健や
かな出産に寄与することを目的とした「大町町妊婦
タクシー利用料金助成事業」のタクシー券交付が行
われました。
　交付を受けた妊婦さんは、「これから生まれてくる
子どものために、有効に活用させていただきます」と
笑顔で答えられました。

健やかな出産のために
大町町妊婦タクシー利用料金助成事業

4月6日

4月1日

oh  machi13
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5月10日（木）　午前9時～正午
5月24日（木）　携行品◇・妊娠届出書（病院から発行された方）
6月14日（木）　　　　　・マイナンバーカード又は
　　　　　　　　　　　  通知カードと写真付きの
　　　　　　　　　　　  身分証明書
　　　　　　　　　　　 ・印鑑  
※日程が合わない方は、事前にご相談ください。

6月  1日(金)　午後1時～午後1時30分（受付）
　　　　　　  対象者◇H30年3月生まれ
　　　　　　  携行品◇母子健康手帳、問診票

5月24日（木）   午後0時45分～午後1時15分（受付）
　　　　　　  対象者◇H29年5月、8月、11月、H30年1月生まれ
                     携行品◇母子健康手帳、問診票

5月23日（水）　午前10時～　

デイケア／「美郷」

5月22日（火）　午後１時30分～　要予約　

子育て相談／「美郷」

5月10日（木）　午前9時～正午
5月24日（木）　※子どもから大人までこころとからだ
6月14日（木）　    の健康に関する相談を行っています。
　　　　　　　※赤ちゃんの体重測定や大人の体脂肪
　　　　　　　　　 測定、血圧測定なども行っています。

健康相談／「美郷」

6月13日（水）  午前10時～正午
　　　　　　  対象者◇未就園児と保護者
　　　　　　 携行品◇水筒、タオル

子育てサークル“もこもこ”／「美郷」

母子健康手帳交付日／「美郷」

妊婦さんやお母さんの〝良き相談相手〟母子保健推進員に6名を委嘱

2か月児相談／「美郷」

乳児健診／「美郷」

5月17日（木）   午後0時45分～1時15分（受付）
　　　　　　　対象者◇H28年8月～11月生まれ
　　　　　　　携行品◇母子健康手帳、問診票、尿

1歳6か月児健診／「美郷」

5月11日（金）   午後1時～午後1時15分（受付）
　　　　　　　対象者◇3か月～12か月児と保護者
　　　　　　　携行品◇母子健康手帳、エプロン

もぐもぐ教室／「美郷」

5月17日（木）    午後0時45分～午後1時15分（受付）
　　　　　　 対象者◇フッ化物塗布継続者
　　　　　　　携行品◇母子健康手帳

フッ化物塗布（継続）／「美郷」

5月10日～
   6月15日

5月13日から6月10日の「日曜・祭日在宅医当番日」は次のとおりです。

9 5

5月13日（日）

5月20日 （日） 白石町吉村医院　　　☎(84)2155

大町町坂本内科医院　☎(71)3060　

6月   3日 （日）

6月10日 （日）

白石町カタフチ医院　☎ (87)2233　

白石町原田内科医院　☎(87)3737

5月27日 （日） 
江北町
白石町

武岡病院　　　☎(86)3013
高島病院　　　☎0954(65)3129

江北町古賀病院　　 ☎(86)2070

白石町森外科医院　 ☎0954(65)2059

白石町白石共立病院 ☎(84)6060　

大町町順天堂病院　 ☎(82)3161

白石町高島病院　　 ☎0954(65)3129

　お母さんと子どもの健やかな成長を願い、地域
と行政のパイプ役として、また身近な相談相手と
して、次のような活動を行っています。
◇お母さんたちの相談対応　
◇乳幼児健診・教室・子育てサークルなどのお手伝い
◇乳幼児健診・教室などの通知のお届け

地区名 氏　名 担  当  地  区

畑 ケ 田 早田　裕子

本　　町 吉村　一美

小　　通 三根由美子

泉　　町 吉田　澄江

恵比須町 山﨑　敬子

中　　島 蒲原　惠子

畑ケ田、上大町、不動寺、神山
栄町、旭町
本町、浦川内

恵比須町、大黒町、新町、磯路町、
寺口、県営杉谷

小通、下大町、港町、下潟、道金町

中島、千場、高砂町

泉町、大谷口、京ノ尾、本通、寿町
昭和通、花宮町、中通、宮浦町

外　科

（敬称略）

写
真
上
段
左
か
ら
、

早
田
さ
ん
、吉
村
さ
ん
、

吉
田
さ
ん
、蒲
原
さ
ん
、

三
根
さ
ん
、山
﨑
さ
ん
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水銀が使われている製品の回収にご協力ください

◆絵手紙教室
／午前9時 町公民館
◆まちじゅく
　4年生開塾

◆近県ウォーキン
　グ（福岡県黒木
　地区方面）
／午前8時30分
　町公民館集合・出発

◆母の日記念
　グラウンド
　ゴルフ大会
／午前8時30分
　町民グラウンド

◆ミニバレー愛好
　者交流大会
／午前8時30分
　町スポーツセンター

◆第1回ひじり学
　園体育大会
／午前8時10分
　学校グラウンド

◆県下一斉ふるさ
　と美化運動
／午前8時30分

◆家計の困りごと
　相談室（要予約）
／午前10時 美郷

　　

5 6 96
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1 2

3 4 5 6 7 8 9

午後5時30分～午後7時
午後7時以降

ペットボトル
古紙類

生活環境課環境衛生係 （８２）３１１６

◆消費生活相談
／午前10時 町役場

◆戦没者追悼式
／午前10時 美郷

◆消費生活相談
／午前10時 町役場

◆消費生活相談
／午前10時 町役場
◆女性のための
　市町巡回相談
／午前10時 美郷

◆特設人権相談所
／午前10時 町公民館

◆司法書士による 
　無料相談
 　（要予約）
／午後2時 町役場

◆司法書士による 
　無料相談
 　（要予約）
／午後2時 町役場

◆大町町ペタンク
　大会
／午前8時30分
　オリオンプラザ

◆無料法律相談　
　（要予約）
／午前10時 町役場
◆町長対話室
／午後5時30分
　町役場

◆行政相談
／午前10時 美郷
◆心配ごと相談
／午前10時 美郷

◆心配ごと相談
／午前10時 美郷

◆区長会
／午前9時30分
　町役場

◆心配ごと相談
／午前10時 美郷

◆まちじゅく
　5年生開塾

◆民生児童委員会
／午前10時 美郷
◆まちじゅく
　3年生開塾

◆まちじゅく
　6年生開塾

◆町長対話室
／午後5時30分
　町役場

◆町長対話室
／午後5時30分
　町役場

◆絵手紙教室
／午前9時 町公民館

◆町内巡回
　ウォーク
／午前6時
　町公民館集合・出発

　ご家庭に「水銀が使われている体温計、温
度計など」が眠っていませんか？
　役場で回収していますので、是非お持ちく
ださい。
※燃えるごみ、燃えないごみでは出すことができ
　ません。

●回収場所：役場生活環境課
●回収時間：開庁日の8時30分から17時15分
　水銀は、有害な物質です。自然環境に排出される
と、大気や水を通じて全世界を循環し、健康被害や
環境汚染をもたらすおそれがあります。町民の皆
様のご協力をお願いします。

15
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大町町教育委員会学校教育だより㉖

みたに
大切なご家族のために

お気軽にご相談ください

■相続手続き（遺産整理業務）
遺産分割協議書　　　不動産の名義変更
預貯金 ・ 有価証券 ・ 保険金の換価手続き

■公正証書遺言書作成
～残された家族の争いを防ぐために

■成年後見（法定・任意後見）
　申立て支援090-5936-5678

大町町福母2910-55

行政書士 三谷 英史

遺言を残しておきませんか

行政法務
事 務 所

手続きを

お手伝い

寄り添う

気持ちで

安全
確実な

16

(１)取組
　一体型校舎建築、学校教育目標・キャリア教育目標・学校評価の統一、ブロック別目指す子ども像の設定、教
職員合同校内研究、学校運営機構の統合、一貫カリキュラムの作成、相互乗り入れ授業、合同授業、交流授業、小
学部の一部教科担任制、地区児童生徒会、合同学校行事、小学部教職員(希望者)の部活副顧問就任、特別支援
教育交流、小学部の中間・期末テスト実施、5･6年生の中学部文化発表会・中体連激励会等中学部行事参加、中
学生の小学部運動会参加、ブロック朝会・集会、生活のきまり等のすり合わせ、入学式・進級式の合同開催、ノー
チャイム、委員会活動組織の精選、二学期制等、前期課程(小学部)の教育、後期課程(中学部)の教育をベースに
少しずつ合同実践を行ってきました。また、大町ひじり学園推進委員会(※発足当時の名称「大町町小中一貫校
推進委員会」)を組織して、小学部・中学部の管理職等と教育委員会事務局職員が毎月、小中一貫教育について
協議したり、共通理解を図ったりしてきました。その開催数は10年間で100回を越えます。
　しかし一方で、教育課程の6･3制をベースとした4･3･2のブロック制をとりながら、ブロック別の活動や小中交
流実践等は、まだまだ少ない状況にあります。
(２)児童生徒アンケート・教職員の学校評価
　平成28年11月に4･6･7･9年生対象に行った小中一貫教育アンケートでは、6年生で87％、9年生で73％が、そ
の良さを感じています。特に6年生は、中学部行事に参加したり、中学部教員の乗り入れ授業が積み重ねられた
りする中で、中学部の生活への不安が解消されていることが分かりました。
　一方、4年生の41％、7年生の48％が、小中一貫教育の良さを感じていません。これは、ブロックリーダーとして
活躍の場が少なかったことやブロック別の目指す児童生徒像はあるものの、ブロックでの活動が朝会・集会の
実践にとどまっていることが影響しているものと思われます。
　また、平成28年度在籍の教職員の学校評価アンケートでは、4人に1人が小中一貫教育の良さを感じていな
いことが分かっています。学校運営組織は合同で形成されているものの、実際には、これまで同様、別々に教職
員が集まって職員会議や話し合いが持たれていることが多く、実際の教育実践や活動も別々の取組になること
が多い傾向にありました。長い間の6･3制の義務教育制度や教員免許制度の影響もあり、教職員に「小学校の教
職員」「中学校の教職員」という意識が根強いことも感じられます。
(３)成果
　学校現場では、10年をかけて「小中連携から小中一貫教育へ」ゆるやかに移行しながら実践を積み重ねて来
た結果、中学生の確かな学力向上・問題行動の減少、児童生徒の基礎的・汎用的能力の向上が見られています。
　また、自己肯定感の醸成、県立中･私立中への入学流出の減少、教職員の授業力向上等でも成果が見られて
います。
(４)課題
　小学生の学力や家庭学習習慣に課題が見られ、いわゆる「中一ギャップ(※)」の解消も劇的な効果は表れて
いません。教職員については、「小学校文化」と「中学校文化」の違いである「小中ギャップ」を意識する教職員も
少なくありません。児童生徒交流や教職員の交流は、決して多くない傾向にあります。
　また、新しいこと取り組むことへの多忙感や改善しない問題行動等対応による徒労感、勤務時間終了後の生
徒指導・保護者対応、部活動等による教職員の超過勤務の増加が心配されています。
(※)小学校から中学校に進級した際、学習や生活面での大きな環変化に適応できず、不登校やいじめが増加する現象。
●教育委員会事務局　☎（８２）３１７７

大町町教育委員会学校教育だより㉖
大町ひじり学園は地域と共にある小中一貫校です！！

義務教育学校の充実に関する基本方針(平成29年4月策定)解説
④「平成19年度～28年度の小中一貫教育の取組、成果と課題」

みたに
大切なご家族のために

お気軽にご相談ください

■相続手続き（遺産整理業務）
遺産分割協議書　　　不動産の名義変更
預貯金 ・ 有価証券 ・ 保険金の換価手続き

■公正証書遺言書作成
～残された家族の争いを防ぐために

■成年後見（法定・任意後見）
　申立て支援090-5936-5678

大町町福母2910-55

行政書士 三谷 英史

遺言を残しておきませんか

行政法務
事 務 所

手続きを

お手伝い

寄り添う

気持ちで

安全
確実な
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議会だより
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3月定例会
今回提案された議案の概要は

次のとおりです。

○
大
町
町
営
住
宅
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

大
町
町
営
住
宅
の
長
寿
命
化

及
び
良
好
な
居
住
性
を
確
保

す
る
た
め
の
施
策
の
資
金
に

充
て
る
た
め
、
基
金
積
立
額

を
現
行
の
町
営
住
宅
家
賃
相

当
額
の
25
％
か
ら
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
で
定
め
る
額

に
変
更
す
る
。

○
大
町
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

一
部
改
正
及
び
国
民
健
康
保

険
事
業
の
広
域
化
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

○
大
町
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃
料

譲
与
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
平
成
29
年
3
月
27

日
に
成
立
し
、
国
民
健
康
保

険
に
お
け
る
財
政
責
任
主
体

が
県
に
な
る
こ
と
に
加
え
、

平
成
30
年
度
の
標
準
保
険
税

率
の
確
定
値
が
県
か
ら
示
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
大
町
町
の

国
民
健
康
保
険
税
の
率
を
改

正
す
る
。

○
大
町
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
。

○
大
町
町
工
場
、
事
業
場
等
の

設
置
奨
励
に
関
す
る
条
例
の

る
。

○
大
町
町
公
共
施
設
整
備
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
本
町
に
お
け
る
公
共
施
設
整

備
の
た
め
基
金
を
設
置
す

る
。

○
大
町
町
職
員
給
与
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
職
名
の
「
課
長
補
佐
」
を

「
副
課
長
」
に
変
更
す
る
た

め
、
別
表
第
2「
等
級
別
基
準

職
務
表
」
の
一
部
を
改
正
す

る
。

○
大
町
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
等
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
議
員
の
職
責
及
び
議
会
へ
の

住
民
の
信
頼
確
保
の
観
点
か

ら
、
議
員
が
長
期
欠
席
し
た

際
、
そ
の
報
酬
等
を
減
額
す

る
た
め
。

　
以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
6
号
）
に

つ
い
て

　
9
8
3
6
万
7
千
円
を
追
加

し
、
総
額
44
億
7
4
3
3
万

7
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

　
51
万
4
千
円
を
減
額
し
、
総

額
9
8
2
7
万
7
千
円
と
す

る
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）
に
つ
い
て

　
7
7
7
9
万
2
千
円
を
減
額

し
、
総
額
12
億
3
6
0
5
万

4
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
灌
漑
用

水
ポ
ン
プ
施
設
維
持
管
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）
に
つ
い
て

　
9
万
8
千
円
を
減
額
し
、
総

額
4
5
9
万
3
千
円
と
す
る
。

予
　
算

予
　
算

条
　
例

条
　
例

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
大
町
町
へ
の
工
場
、
事
業
場

等
の
誘
致
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
奨
励
金
の
交
付

を
2
か
年
か
ら
5
か
年
に
延

長
す
る
。

○
大
町
町
土
地
改
良
事
業
分
担

金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
す
る

地
域
農
業
水
利
施
設
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
分

担
金
の
賦
課
基
準
等
を
定

め
、
併
せ
て
溜
池
等
整
備
事

業
老
朽
溜
池
整
備
工
事
の
補

助
率
変
更
に
伴
い
関
係
条
例

を
改
正
す
る
。

○
大
町
町
国
民
健
康
保
険
出
産

費
資
金
貸
付
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て

は
、
出
産
時
に
係
る
妊
産
婦

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
分
娩
機
関
へ
の
直
接
支

払
制
度
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
基
金
利
用
の
必
要
が
な

い
の
で
、
条
例
を
廃
止
す



一般
質問
編集／大町町議会・大町町企画政策課

19 oh  machi

○
平
成
29
年
度
大
町
町
病
院
事

業
清
算
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）
に
つ
い
て

　
2
3
3
万
8
千
円
を
減
額

し
、
総
額
5
億
3
8
3
7
万

5
千
円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

　
総
額
39
億
1
3
0
0
万
円
と

す
る
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

　
総
額
1
億
4
1
8
万
9
千
円

と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　
総
額
9
億
8
4
1
8
万
5
千

円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
灌
漑
用

水
ポ
ン
プ
施
設
維
持
管
理
事

業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
総
額
4
7
0
万
4
千
円
と
す

る
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
病
院
事

業
清
算
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　
総
額
1
億
7
6
1
1
万
3
千

円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
水
道
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
収
益
的
収
支
を
総
額
1
億

9
3
4
2
万
9
千
円
と
す

る
。

　
資
本
的
収
入
を
総
額
6
千
円

と
し
、
資
本
的
支
出
を
総
額

3
2
9
2
万
5
千
円
と
す

る
。

　
以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
土
地
改
良
事
業
の
計
画
変
更

に
つ
い
て

　
土
地
改
良
法
第
96
条
の
3
第

1
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土

地
改
良
事
業
（
基
幹
水
利
施

設
管
理
事
業
）
の
計
画
を
変

更
す
る
。

○
大
町
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
4
4
条
の

2
第
6
項
及
び
大
町
町
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
第

3
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
指

定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
。

○
お
お
ま
ち
情
報
プ
ラ
ザ
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
4
4
条
の

2
第
6
項
及
び
大
町
町
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
第

3
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
指

定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
。

　
以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
町
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
・
小
笠
原
誠
一
氏

　
が
任
命
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
空
家
対
策
の
現
状
と
今
後
の

　
計
画
策
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
諸
　
石
　
重
　
信
　

議
員
　
①
空
家
等
の
管
理
は
第

一
義
的
に
所
有
者
の
判
断
や
責

任
に
お
い
て
行
わ
れ
る
が
、
公

共
の
福
祉
の
増
進
、
地
域
の
振

興
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
在
は

町
行
政
が
空
家
対
策
に
取
り
組

み
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
い

る
。
し
か
し
、
平
成
29
年
度
予

算
執
行
状
況
を
見
て
も
な
か
な

か
進
ま
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
所
有
者
の
特
定
、
ま
た

交
渉
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ
る

と
推
測
さ
れ
る
が
実
際
に
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
障
壁
と
な
っ

て
い
る
の
か
。

②
平
成
28
年
度
に
実
施
し
た

「
空
家
実
態
調
査
」
の
結
果
、

本
町
の
空
家
は
5
5
7
件
、
内

34
件
が
危
険
空
家
、
81
件
が
不

良
空
家
と
の
こ
と
。
こ
れ
を
鑑

み
、
所
有
者
の
特
定
や
意
思
の

確
認
、
ま
た
将
来
的
に
空
家
の

発
生
を
抑
制
す
る
意
識
啓
蒙
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
空
家
対
策
計

画
の
策
定
、
そ
れ
に
基
づ
く
効

率
性
の
高
い
実
施
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
以
上
2
点
に

つ
い
て
問
う
。

町
長
　
①
空
家
対
策
に
つ
い
て

は
、
全
国
各
自
治
体
で
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

回
、
所
有
者
等
の
確
認
が
出
来

た
5
4
5
戸
を
対
象
に
、
管
理

等
に
対
す
る
意
向
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
回
収
率
は
お
よ
そ

51
％
で
あ
っ
た
が
、「
対
象
住
宅

の
今
後
の
活
用
等
に
つ
い
て
、

他
の
議
案

他
の
議
案
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困
っ
て
い
る
こ
と
や
心
配
事

は
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て

て
は
、「
今
後
の
利
用
予
定
は
な

い
の
で
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
が

一
番
多
く
、「
荷
物
が
置
い
た
ま

ま
で
、
そ
の
処
分
に
困
っ
て
い

る
」
、「
解
体
し
た
い
が
解
体
費
用

の
支
出
が
困
難
で
解
体
で
き
な

い
」
と
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
所
有
者
側
の
事

情
も
あ
り
、『
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
』
を

も
っ
て
し
て
も
、
空
家
の
利
活

用
や
解
体
・
処
分
等
が
思
っ
た

よ
り
進
ま
な
い
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

②
『
特
別
措
置
法
』
を
盛
り
込

ん
だ
計
画
は
策
定
中
で
あ
り
、

今
年
度
中
に
完
了
す
る
。

　

こ
の
計
画
で
は
、「
空
家
等
の

発
生
の
未
然
防
止
」、「
空
家
等
の

利
活
用
の
促
進
」、「
危
険
な
空
家

等
へ
の
除
却
事
業
費
補
助
の
推

進
及
び
特
定
空
家
等
へ
の
特
措

法
に
よ
る
措
置
」
を
三
本
の
柱

と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①
関
係
各
課

の
横
断
的
な
協
力
・
連
携
体
制

組
織
を
設
置
し
、
所
有
者
等
に

よ
る
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に

つ
い
て
の
啓
発
を
行
い
、
②
居

住
可
能
な
空
家
等
の
活
用
策
と

し
て
、「
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
」

等
の
Ｐ
Ｒ
の
推
進
、
相
談
窓
口

の
明
確
化
を
行
う
。
ま
た
、
③

危
険
な
空
家
等
の
所
有
者
に
対

し
て
は
除
却
事
業
費
補
助
の
活

用
を
促
進
し
、
適
切
な
管
理
が

行
わ
れ
て
い
な
い
空
家
等
に
つ

い
て
は
、『
特
別
措
置
法
』
に
基

づ
き
、
特
定
空
家
等
の
問
題
解

消
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
盛
り

込
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

た
だ
、『
特
別
措
置
法
』
の
施

行
に
よ
り
行
政
は
必
要
な
情
報

を
収
集
し
や
す
く
な
り
、
所
有

者
等
に
対
し
て
も
『
特
別
措
置

法
』
に
則
っ
た
勧
告
等
に
よ
り

適
切
な
管
理
・
処
分
を
す
る
動

機
付
け
が
で
き
る
上
、
最
終
的

に
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
行
政
代
執
行
が
認
め
ら

れ
て
い
る
が
、『
特
別
措
置
法
』

は
、
既
に
問
題
の
あ
る
空
家
等

に
対
し
て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
す

こ
と
で
空
家
等
を
減
ら
そ
う
と
い

う
緊
急
避
難
的
な
手
段
で
あ
る
。

　

要
は
、
空
家
を
発
生
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
即
効

性
の
あ
る
効
果
的
な
手
段
は
見

当
た
ら
ず
、
現
時
点
で
は
所
有

者
等
の
自
覚
を
促
す
啓
発
・
Ｐ

Ｒ
等
を
含
め
、
根
気
強
く
説
明

を
し
て
い
き
な
が
ら
地
道
な
取

り
組
み
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
。

　
学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
中
　
山
　
初
　
代
　

議
員　

公
立
小
学
校
や
中
学
校

の
「
給
食
費
の
保
護
者
負
担
を

無
償
に
す
る
」
ま
た
、「
給
食
費

の
一
部
を
補
助
す
る
」
市
町
村

が
、
少
な
く
と
も
3
6
2
あ
る

と
平
成
29
年
2
月
の
段
階
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
憲
法
は

「
義
務
教
育
の
無
償
」
を
明
記

し
て
お
り
「
国
の
責
任
で
保
障

さ
れ
る
べ
き
」
と
思
う
。
太
良

町
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
江
北

町
は
平
成
29
年
度
か
ら
「
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
」
の
一
部

（
3
7
8
0
万
円
）
を
計
上
し

無
償
化
を
実
現
し
て
い
る
。
み

や
き
町
は
平
成
30
年
4
月
か
ら

新
年
度
予
算
計
上
で
無
償
化
を

実
現
す
る
が
、
本
町
で
は
。

教
育
長　

給
食
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
安
定
的
な
財
源
確
保

が
難
し
く
新
年
度
は
考
え
て
い

な
い
。
昨
年
3
月
と
9
月
の
議

会
で
も
答
弁
し
た
と
お
り
、
基

本
的
に
給
食
の
材
料
費
だ
け
は

保
護
者
に
ご
負
担
い
た
だ
い

て
、
学
校
給
食
を
活
用
し
た
食

育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
、
重
ね
て
ご
理

解
を
賜
り
た
い
と
思
う
。

　

新
年
度
は
、
給
食
費
徴
収
額

は
据
え
置
き
と
し
な
が
ら
も
、

メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
や
給
食
提
供

日
数
の
増
加
を
計
画
し
て
い

る
。
物
価
上
昇
に
伴
う
材
料
費

と
合
わ
せ
た
増
額
費
用
に
つ
い

て
は
、
町
で
負
担
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
多
子
世

帯
及
び
ひ
と
り
親
世
帯
の
給
食

費
の
減
免
を
実
施
し
て
い
る
。

　
玄
海
原
発
再
稼
働
に
反
対
を

議
員　

「
玄
海
原
発
第
3
、
4

号
機
の
再
稼
働
を
断
念
す
る
こ

と
」
と
声
を
大
に
し
て
反
対
し

て
ほ
し
い
。
多
く
の
町
民
が

願
っ
て
い
る
。

町
長　

こ
れ
ま
で
も
申
し
上
げ

て
き
た
と
お
り
、
事
実
上
の
要

件
と
な
っ
て
い
る
立
地
自
治
体

の
佐
賀
県
知
事
や
玄
海
町
長

が
、
県
民
・
町
民
の
賛
否
を
踏

ま
え
た
上
で
、
同
意
の
判
断
を

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
専
門
的
な
知
識
を
有

し
、
専
門
的
知
見
に
基
づ
き
中

立
公
正
な
立
場
で
、
か
つ
法
に

基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
「
原
子

力
規
制
委
員
会
」
が
「
福
島
の

よ
う
な
事
故
を
二
度
と
起
こ
さ

な
い
、
そ
う
い
う
高
い
レ
ベ
ル

で
の
新
規
制
基
準
に
適
合
し
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の

で
、
立
地
自
治
体
が
決
断
を
さ

れ
た
こ
と
に
異
を
唱
え
る
も
の

で
は
な
い
。
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給
付
型
奨
学
金
制
度
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
員　

政
府
は
大
学
生
、
高
校

生
に
対
し
給
付
型
奨
学
金
制
度

を
創
設
し
た
。
町
内
の
中
卒

生
、
高
卒
生
に
対
す
る
周
知
徹

底
は
。

教
育
長　

高
校
生
等
奨
学
給
付

金
に
つ
い
て
は
、
大
町
ひ
じ
り

学
園
9
年
生
に
対
し
て
、
文
部

科
学
省
か
ら
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
周
知
す
る
が
、
日
本

学
生
支
援
機
構
の
給
付
奨
学
金

制
度
に
つ
い
て
は
、
各
高
等
学

校
な
ど
か
ら
周
知
が
な
さ
れ

る
。

　

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教

育
係
と
し
て
は
、
大
町
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
奨
学
資
金
貸
付

な
ど
の
貸
与
型
奨
学
金
も
含
め

て
、
様
々
な
奨
学
金
制
度
の
紹

介
、
周
知
、
丁
寧
な
個
別
相
談

へ
の
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
う
。

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
　
藤
　
瀬
　
都
　
子

議
員　

町
道
の
各
要
所
に
ミ

ラ
ー
が
設
置
し
て
あ
る
の
は
助

か
る
が
、
ミ
ラ
ー
の
点
検
や
鏡

面
の
磨
き
は
誰
が
し
て
い
る
の

か
。
春
の
交
通
安
全
運
動
の

時
、
鏡
面
磨
き
の
様
子
が
新
聞

に
載
る
が
、
全
体
的
な
取
り
組

み
で
は
な
く
気
に
な
る
が
。

町
長　

町
内
で
は
、
安
全
運
転

管
理
者
協
議
会
の
方
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
子
ど
も
の
安

全
確
保
と
い
う
意
味
も
あ
り
、

通
学
路
に
設
置
し
て
あ
る
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
を
磨
い
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

最
近
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

鏡
面
に
特
殊
加
工
が
し
て
あ

り
、
雨
な
ど
に
よ
り
、
付
着
し

た
汚
れ
を
簡
単
に
洗
い
流
す
効

果
が
あ
る
。
腐
食
や
劣
化
等
で

損
傷
が
著
し
い
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

は
、
こ
の
特
殊
加
工
を
施
し
た

も
の
に
更
新
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
山
間
部
で
は
、

汚
れ
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が

見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
定
期
的

に
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
点
検
・
清
掃
に
努
め
て
い

く
よ
う
指
示
を
し
て
い
る
。

　
特
定
健
診
率
は
向
上
し
た
か

議
員　

人
口
は
減
少
し
て
い
る

が
高
齢
者
の
増
加
で
医
療
費
は

増
高
に
直
面
し
て
い
る
。
行
政

は
健
康
を
願
い
早
期
発
見
早
期

治
療
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に

一
昨
年
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
導
入
し
た
。
こ
の
カ
ー
ド
の

利
用
状
況
と
、
そ
れ
に
よ
り
特

定
健
診
率
は
向
上
し
た
の
か
。

ま
た
、
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
は

2
課
（
子
育
て
・
健
康
課
と
町

民
課
の
国
民
健
康
保
険
係
）
で

連
携
し
て
や
っ
て
い
る
が
、
一

つ
に
ま
と
め
る
改
革
を
し
た
ら

と
思
う
が
。

町
長　

健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

の
普
及
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

健
康
増
進
に
結
び
付
く
よ
う
、

町
民
課
、
子
育
て
健
康
課
、
教

育
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

に
沿
っ
た
形
で
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
幾
度
と
な
く
検
討
・

協
議
を
し
て
き
た
が
、
転
入
転

出
時
の
手
続
き
、
国
保
税
の
賦

課
、
国
保
税
の
試
算
、
収
納
の

相
談
等
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行

う
こ
と
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

役
場
庁
舎
や
美
郷
の
広
さ
や
、

構
造
上
の
問
題
も
あ
り
、
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
町
全
体
で
挨
拶
運
動
に
取
り

　
組
ん
だ
ら
ど
う
か

議
員　

大
町
ひ
じ
り
学
園
の
挨

拶
運
動
は
実
を
結
び
つ
つ
あ
る

よ
う
に
思
う
。
子
供
の
挨
拶
は

気
持
ち
が
い
い
。
こ
れ
を
大
人

も
一
緒
に
取
り
組
め
ば
、
声
が

出
て
、
元
気
が
出
て
、
健
康
や

活
気
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
。

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
供
も
変
わ

る
。
時
間
は
か
か
る
と
思
う

が
、
取
り
組
ん
だ
ら
ど
う
か
。

教
育
長　

大
町
ひ
じ
り
学
園
の

挨
拶
運
動
に
つ
い
て
は
、
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
婦
人
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
交
通
安
全
指
導
員
、
分

館
長
会
、
学
校
運
営
協
議
会
の

方
々
が
、
登
下
校
時
に
自
発
的

に
子
供
達
へ
の
声
か
け
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
こ
数

年
、
町
民
の
方
か
ら
「
子
供
達

が
よ
く
挨
拶
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
の
声
を
い
た
だ
く
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
、
挨
拶

運
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
の
お
か
げ
だ
と
思
う
。
心

か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

●安全運転管理者協議会によるカーブミラー清掃
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昨
年
9
月
に
実
施
さ
れ
た

「
大
町
ひ
じ
り
学
園
校
長
・
副

校
長
と
学
校
運
営
協
議
会
委
員

が
語
る
会
」
で
は
、
「
大
人
が
あ

い
さ
つ
を
し
た
り
、
交
通
マ
ナ
ー

を
守
っ
た
り
し
て
子
供
の
お
手

本
と
な
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。
学
校
運
営
協

議
会
は
、「
大
町
っ
子　

地
域
と

共
に　

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
大
き

な
輪
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

「
大
き
な
輪
」
を
子
供
か
ら
大

人
に
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
学
校

運
営
協
議
会
が
主
導
し
て
、
各

種
団
体
・
組
織
か
ら
の
協
力
を

お
願
い
し
な
が
ら
、
大
人
の

「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
」
の
機
運

を
醸
成
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

　
大
町
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

　
計
画
の
取
り
組
み
状
況

　
に
つ
い
て

　
　
　
　
内 

　
野
　
强
　
美

議
員　

①
大
町
町
過
疎
自
立
促

進
に
つ
い
て
②
産
業
及
び
企
業

の
推
進
に
つ
い
て
③
交
通
整
備

体
系
及
び
情
報
化
の
促
進
に
つ

い
て
④
生
活
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
⑤
高
齢
者
等
の
福
祉
の
向

上
に
つ
い
て
⑥
地
域
文
化
の
振

興
に
つ
い
て
、
以
上
6
点
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

①
大
町
町
の
過
疎
自
立

促
進
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

3
月
に
策
定
し
た
「
大
町
町
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」
を
踏

ま
え
て
、
5
年
間
の
ス
パ
ン
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

②
農
業
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
土
地

改
良
事
業
等
に
よ
る
農
業
基
盤

の
整
備
や
担
い
手
へ
の
農
地
の

集
積
を
は
じ
め
、
農
業
の
振
興

に
向
け
た
様
々
な
支
援
施
策
を

推
進
す
る
。

　

ま
た
、
大
町
町
商
工
会
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
や
す
ら
ぎ

パ
ー
ク
を
活
用
し
た
朝
市
等
の

開
催
、
個
人
商
店
へ
の
経
営
指

導
、
経
営
資
金
の
助
成
、
新
た

に
創
業
し
よ
う
と
す
る
方
へ
の

支
援
事
業
の
推
進
等
、
商
業
振

興
に
係
る
支
援
・
政
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
町
内
で
の
買
い
物

対
策
に
つ
い
て
、
来
年
の
開
店

を
目
標
に
大
型
の
商
業
施
設
の

出
店
誘
致
を
進
め
て
い
る
。

　

③
国
道
34
号
バ
イ
パ
ス
建
設

促
進
期
成
会
お
い
て
、
毎
年

度
、
期
成
会
を
構
成
す
る
武
雄

市
・
江
北
町
と
と
も
に
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
に

つ
い
て
も
、
11
月
末
に
、
国
土

交
通
省
・
自
民
党
本
部
・
県
選

出
国
会
議
員
へ
の
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

情
報
の
発
信
に
つ
い
て
は
、

全
町
民
を
対
象
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の

方
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
恩
恵
を
十
分
に

享
受
で
き
る
よ
う
に
、
町
民
の

情
報
活
用
能
力
の
向
上
の
た
め

の
取
組
み
も
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　

④
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
佐
賀

西
部
広
域
水
道
企
業
団
と
3
市

3
町
1
企
業
団
に
よ
る
、
佐
賀

西
部
広
域
事
業
統
合
の
協
議
を

進
め
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
統
合
に
伴
い
、
統

合
後
10
年
間
、
国
の
交
付
金
を

受
け
ら
れ
る
た
め
、
企
業
債
と

合
わ
せ
、
継
続
的
な
水
道
管
の

布
設
替
え
が
可
能
に
な
る
こ
と

や
、
管
理
体
制
の
強
化
、
技
術

職
員
の
確
保
・
継
承
、
将
来
の

水
道
料
金
に
つ
い
て
の
平
準
化

を
求
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
、
佐
賀
西
部
広
域
事
業
統

合
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　

⑤
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
に
つ
い
て
は
、
全

国
一
律
の
基
準
で
実
施
さ
れ
て

い
た
要
支
援
1
、
2
の
人
を
対

象
と
し
た
、
介
護
予
防
訪
問
介

護
と
介
護
予
防
通
所
介
護
が
、

平
成
29
年
4
月
か
ら
町
が
中
心

と
な
っ
て
行
う
総
合
事
業
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。

教
育
長　

⑥
文
化
財
保
護
法
な

ど
に
基
づ
い
た
文
化
財
は
、
当

町
に
、
上
大
町
に
あ
る
国
重
要

文
化
財
「
土
井
家
住
宅
」
、
町

全
域
の
国
天
然
記
念
物
「
カ
サ

サ
ギ
生
息
地
」
、
県
立
博
物
館

に
寄
託
中
の
県
重
要
文
化
財「
仏

法
堤
経
塚
出
土
品
」
、
西
福
寺

に
あ
る
町
重
要
文
化
財
「
如
意

輪
観
世
音
菩
薩
木
造
」
及
び

「
回
転
経
蔵
」
の
5
件
が
存
在

し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
事
務

局
社
会
教
育
係
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
文
化
財
保
護
法
な
ど
に
則
り

保
護
を
確
実
に
行
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
後
継
者
の
育
成
及
び

活
動
支
援
に
つ
い
て
で
あ
る

●渋滞する国道34号
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が
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
後
継
者
不
足
で
、
町
内

に
存
在
し
て
い
た
伝
承
芸
能
の

多
く
が
活
動
休
止
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
で
も
大
き
な
課
題
と
捉
え
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
が
審
査

員
と
し
て
毎
年
参
加
す
る
青
少

年
育
成
町
民
会
議
主
催
の
浮
立

大
会
で
は
、
参
加
分
館
が
限
ら

れ
て
い
る
と
は
言
え
、
出
場
す

る
分
館
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、

子
供
と
大
人
が
一
緒
に
な
っ
て

立
派
な
演
技
を
披
露
し
て
お

り
、
異
世
代
交
流
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
、
伝
統
文

化
の
伝
承
が
し
っ
か
り
行
わ
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
ま

た
、
婦
人
会
を
中
心
に
し
た
面

浮
立
の
小
学
生
へ
の
継
承
活
動

の
事
例
も
承
知
し
て
い
る
。

　
直
ち
に
後
継
者
増
加
に
結
び

付
く
決
定
的
な
対
策
は
な
か
な

か
困
難
と
考
え
る
が
、
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
発
表
機
会
の

拡
充
や
研
修
機
会
の
情
報
提

供
、
小
中
学
生
へ
の
参
加
呼
び

か
け
、「
お
く
ん
ち
」
の
日
の
大

町
ひ
じ
り
学
園
休
校
措
置
、
ま

た
、
企
業
な
ど
の
助
成
制
度
の

紹
介
な
ど
、
活
動
の
活
性
化
の

た
め
の
支
援
を
中
心
に
行
っ
て

い
く
こ
と
で
、
継
続
的
な
活
動

と
そ
れ
を
支
え
る
後
継
者
の
確

保
に
結
び
付
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
合
わ
せ
て
、
各
地
区
の
伝
承

芸
能
な
ど
の
映
像
保
存
に
も
着

手
し
た
い
と
思
う
。

　
町
職
員
の
定
数
構
成
の
是
非

　
並
び
に
時
間
外
業
務
及
び
そ

　
の
業
務
量
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　
　
早
　
田
　
康
　
成

議
員
　
現
在
、
町
定
数
条
例
に

よ
る
一
般
会
計
職
員
定
数
は
、

各
課
ご
と
の
区
分
は
な
く
総
数

を
も
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
人
事
管
理
又
は
労

務
管
理
上
、
現
在
の
定
数
割
で

妥
当
性
に
問
題
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
個
々
の
職
員
間
で
偏
っ

た
業
務
量
及
び
当
該
業
務
処
理

に
問
題
は
な
い
の
か
問
う
。

町
長
　
本
町
の
現
在
の
条
例
定

数
は
1
3
9
人
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
の
職
員
の
実
人
数
は

1
0
6
人
で
あ
り
、
条
例
上
の

定
数
は
職
員
数
の
限
度
を
示
し

て
い
る
も
の
だ
と
解
釈
し
て
い

る
。
今
後
も
、
適
正
な
人
員
配

置
と
、
必
要
が
生
じ
れ
ば
、
適

宜
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
本
町
で
は
、「
大
町
町

課
設
置
条
例
」
及
び
「
大
町
町

役
場
処
務
規
程
」
で
課
・
係
の

設
置
と
事
務
分
掌
を
定
め
て
い

る
。
個
々
の
業
務
量
と
事
務
処

理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
管
課

長
、
局
長
が
事
務
分
掌
を
掌
理

し
、
所
属
の
職
員
の
指
揮
監
督

を
行
っ
て
い
る
。

　
厚
生
年
金
（
給
料
比
例
部
分
）
支

　
給
開
始
年
齢
65
歳
へ
の
引
き
上
げ

　
に
伴
う
定
年
退
職
職
員
の
再
任
用

　
制
度
を
包
含
し
た
行
政
運
用
に
関

　
す
る
問
題
点
等
に
つ
い
て

議
員
　
定
年
退
職
職
員
の
再
任

用
制
度
の
運
用
に
伴
う
職
員
人

事
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
国
は

定
年
年
齢
を
2
0
2
1
年
度
か

ら
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
と
し

て
い
る
が
、
当
分
の
間
は
再
任

用
制
度
の
受
け
入
れ
は
避
け
ら

れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
定
年
退

職
職
員
す
べ
て
が
受
け
入
れ
ら

れ
る
の
か
、
ま
た
、
上
司
で

あ
っ
た
職
員
の
再
任
用
に
よ
り

現
職
職
員
間
の
職
場
環
境
へ
の

配
慮
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
職
場
の
活
力

向
上
に
は
新
規
採
用
職
員
の
若

い
力
は
欠
か
せ
な
い
。
再
任
用

制
度
が
新
規
採
用
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
か
に
つ
い
て
併
せ
て

問
う
。

町
長
　
現
在
の
任
用
数
は
2
名

で
、
そ
れ
ぞ
れ
長
年
培
っ
た
能

力
と
経
験
を
生
か
せ
る
適
材
適

所
に
配
置
し
て
い
る
。
こ
の
再

任
用
制
度
は
、
更
新
を
含
め
、

大
町
町
職
員
の
再
任
用
に
関
す

る
事
務
取
扱
要
領
に
基
づ
い
て

お
り
、
再
任
を
希
望
す
る
者
の

健
康
状
態
、
勤
務
成
績
、
就
労

意
欲
及
び
任
用
す
る
職
に
必
要

な
職
務
遂
行
能
力
等
に
基
づ
く

と
こ
ろ
に
よ
り
、
面
接
を
行
っ

た
上
で
適
否
を
決
定
し
て
い
る

の
で
、
全
て
の
職
員
が
該
当
す

る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
再
任
用
職
員
に
つ
い

て
は
、
定
数
の
中
に
含
ん
で
お

り
、
職
員
の
代
わ
り
と
い
う
考

え
方
で
任
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
再
任
用
制
度
が
新
規

採
用
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

は
、
他
の
自
治
体
で
も
頭
を
悩

ま
せ
る
問
題
で
あ
る
が
、
最
近

は
即
戦
力
と
し
て
社
会
人
枠
と

か
、
採
用
年
齢
を
上
げ
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る
。
小
さ
な
町

は
厳
し
い
年
齢
構
成
も
仕
方
な

い
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う
な
事

も
念
頭
に
お
き
、
今
後
、
適
宜

採
用
し
て
い
く
。

●こども浮立大会
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　大町煉瓦館では地域のコミュニティづくりを目的に、竹とんぼやおはじきなどの昔遊びをとおして世代間の交
流を図る「煉瓦館で遊ぼう！」を年に3回開催しています。
　2月18日の活動では、竹馬づくりに子ども35人、大人15人が挑戦し、大いににぎわいました。
昔ながらの遊びを、おじいちゃん、おばあちゃんが子どもたちに教えることで、新たな楽しみを発見してもらい、テ
レビやゲームに偏らない遊びを楽しんでもらえたらうれしく思います。
　大町煉瓦館では、ほかにも「子どもダッシュ村」「蓮池鑑賞会」「子どもガイド」など、コミュニティ醸成のための参
加型のイベントに取り組んでいます。イベントの情報はFacebookでも発信していますので、ぜひフォローしてく
ださい。　　（大町煉瓦館館長　大西奈々美）

～昔遊びで世代間交流を～＜煉瓦館で遊ぼう！＞

▲左から、早田はるまくん、田中みはなちゃん、
　久保ゆいとくん、川原ゆなちゃん、吉丸けんせいくん
▲左から、早田はるまくん、田中みはなちゃん、
　久保ゆいとくん、川原ゆなちゃん、吉丸けんせいくん

大町保育園大町保育園

ぼくの わたしの
だ～いすきな かぞく
ぼくの わたしの

だ～いすきな かぞく

　このコーナーでは、満1歳になるあなたの家のアイドルを紹介しています。次回は
平成29年6月生まれのお子さんが対象となります。掲載ご希望の方は、5月16日ま
でに企画政策課広報統計係までご連絡ください。

毎日いろんな表情を見せてくれる美羽ちゃん♡
これからもパパ、ママと一緒に成長して行こうね。

アイドル
わが家の

古
賀　

美
羽
ち
ゃ
ん

平
成
29
年
5
月
15
日
生
ま
れ

古
賀　
　

彰　

さ
ん

　
　
　

は
る
か
さ
ん
の
お
子
さ
ん【
畑
ヶ
田
】

み
は
ね
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